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■
文
渕
の
恵
比
寿
天
図　

今
回

の
郷
土
博
物
館
開
館
三
〇
周
年

企
画
展
で
は
、
文
化
遺
産
調
査

の
な
か
で
、
谷
文
晁
や
鈴
木
其

一
ら
文
人
た
ち
と
の
交
流
の
詳

細
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
江

北
の
豪
農
舩
津
文
渕
（
菜
菴
）

の
作
品
で
あ
る「
恵
比
寿
天
図
」

を
紹
介
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
京
都
の
古
書
店
か
ら
個
人
が

入
手
し
た
掛
軸
で
現
在
、
当
館
に
寄
贈
さ

れ
た
。
箱
も
な
く
伝
来
の
背
景
は
全
く
不

明
で
あ
る
。

　

文
渕
筆
の
恵
比
寿
天
図
と
い
う
こ
と

で
、
恵
比
寿
天
図
が
掛
け
ら
れ
る
状
況
を

整
理
し
、
そ
の
制
作
と
使
用
の
背
景
を
考

え
て
み
る
。

　

恵
比
寿
天
は
釣
り
竿
、
鯛
を
携
え
る
こ

と
か
ら
、
漁
業
、
豊
漁
を
司

り
、
豊
穣
、
財
徳
を
司
る
大

黒
天
と
と
も
に
商
売
繁
盛
の

神
で
も
あ
る
。

■
恵
比
寿
講　

恵
比
寿
天
の

図
が
掛
け
ら
れ
る
の
は
、
恵

比
寿
講
と
い
う
お
も
に
十
月

も
し
く
は
十
一
月
二
〇
日
の

恵
比
寿
天
・
大
黒
天
を
祭
り
、

五
穀
豊
穣
・
大
漁
・
商
売
繁

盛
を
祈
る
行
事
の
際
で
あ

る
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
一

月
の
二
〇
日
と
春
秋
二
回
祭
り
を
行
う
と

こ
ろ
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
農
家
の
豊
作
、

商
家
の
繁
盛
を
祈
る
祭
り
と
分
け
て
考
え

た
り
、
循
環
性
を
持
た
せ
て
、
春
に
は
祈

願
を
し
、
秋
に
は
そ
の
お
礼
を
す
る
と
考

え
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

恵
比
寿
講
は
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
る

が
、
足
立
区
周
辺
で
は
、
秋
に
行
わ
れ
、

こ
の
日
は
神
棚
に
祀
っ
て
い
る
恵
比
寿
・

大
黒
像
を
下
し
て
床
の
間
や
小
机
な
ど
に

改
め
て
祭
る
。
そ
し
て
高
盛
飯
や
煮
物
、

お
神
酒
な
ど
の
御
馳
走
を
供
え
る
。
お
頭

付
き
の
生
魚
を
供
え
る
と
い
い
、
一
般
に

は
鯛
を
示
す
言
葉
で
あ
る
が
、
鯛
の
調
達

が
難
し
い
か
ら
か
、
頭
が
あ
れ
ば
よ
い
と

い
う
こ
と
で
サ
ン
マ
で
も
可
能
で
あ
っ
た
。

　

生
き
た
鮒
を
器
ご
と
供
え
、
翌
日
川
へ

放
つ
と
い
う
特
徴
的
な
儀
礼
が
、足
立
区
、

葛
飾
区
、
八
潮
市
、
幸
手
市
な
ど
で
記
録

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
習
俗
は
江
戸
川
、
荒

川
な
ど
河
川
下
流
域
の
平
野
部
に
あ
る
よ

う
で
あ
る
。
ま
た
、
財
福
を
得
る
た
め
の

願
い
を
込
め
て
一
升
枡
に
銭
を
入
れ
て
供

え
る
。

　

足
立
区
周
辺
の
農
村
部
で
は
、
通
常
は

神
棚
に
祀
っ
て
い
る
恵
比
寿
・
大
黒
の
像

や
神
札
を
対
象
と
し
て
恵
比
寿
講
を
行
っ

て
お
り
、
掛
け
軸
を
取
り
出
し
て
飾
る
と

い
う
習
俗
は
一
般
の
農
家
で
は
見
ら
れ
な

い
。
ま
た
、
恵
比
寿
天
・
大
黒
天
の
双
方

を
祭
る
。

文
渕
筆
「
恵
比
寿
天
図
」
と
恵
比
寿
講

�

荻
　
原
　
ち
と
せ

恵比寿・大黒像　14cm× 12cm
このような像や専用の宮に祀ったものを、
神棚から下し、その日一晩お祭りする。
� （当館蔵）
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文
渕
の
恵
比
寿
天
図
は
、
比
較
的
簡
素

な
軸
装
な
が
ら
絹
本
で
あ
る
。
掛
け
軸
の

裏
、
巻
緒
が
か
か
る
上
巻
の
部
分
は
擦
れ

て
い
て
、
か
な
り
使
い
込
ま
れ
た
様
子
が

見
ら
れ
る
。
表
具
師
の
勝
村
真
光
氏
に
よ

る
と
、
江
戸
末
～
明
治
頃
の
表
装
で
あ
ろ

う
と
い
う
お
話
し
で
あ
る
。

　

こ
の
恵
比
寿
天
図
は
、
神
札
な
ど
で
知

ら
れ
る
鯛
を
小
脇
に
抱
え
て
釣
り
竿
を

持
っ
て
座
る
姿
と
は
異
な
り
、
満
面
の
笑

み
を
浮
か
べ
て
大
鯛
を
掲
げ
る
躍
動
感
あ

ふ
れ
る
独
自
の
図
柄
で
あ
る
。
神
像
と
し

て
の
信
仰
対
象
の
恵
比
寿
天
図
よ
り
、
妙

味
に
あ
ふ
れ
、
掛
け
物
と
し
て
充
分
観
賞

で
き
る
絵
と
な
っ
て
い
る
。

■
恵
比
寿
天
図
の
註
文　

文
渕
は
、
天
保

三
年
か
ら
十
年
（
一
八
三
二
～
三
九
）
ま

で
、
自
分
に
依
頼
さ
れ
た
絵
の
「
註
文

簿
」
を
残
し
て
い
る
が
、
こ
の
間
の
な
か

で
該
当
し
そ
う
な
も
の
は
、
天
保
九
年
十

月
十
六
日
の
「
一
、
立
物
キ
ヌ　

ヱ
ビ
ス

　

鳩
ヶ
谷　

誹
（
マ
マ
）連
中
」
と
天
保
十
年
六
月

二
十
二
日
の
「
一
、
ヱ
ビ
ス
の
図　

立
物

き
ぬ　

角
右
衛
門
江　

竹
沢
六
郎
兵
衛
」

の
二
点
で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
鳩
ヶ
谷
の

俳
諧
連
中
へ
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
贈
答
用

の
注
文
で
あ
ろ
う
か
、
角
右
衛
門
は
、
不

詳
な
が
ら
文
渕
の
日
記
（
註
）
に
よ
く
登

場
す
る
人
物
で
あ
る
。

　

今
回
紹
介
し
た
恵
比
寿
天
図
と
の
関
連

は
不
明
で
あ
り
、
参
考
と
す
る
に
は
大
変

少
な
い
事
例
で
あ
る
が
、
恵
比
寿
天
・
大

黒
天
を
双
幅
と
し
て
制
作
せ
ず
、
恵
比
寿

天
の
み
の
作
画
も
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、

足
立
区
周
辺
の
農
家
の
恵
比
寿
・
大
黒
天

像
を
祭
る
習
俗
か
ら
見
て
も
文
渕
が
恵
比

寿
天
図
を
描
く
の
は
、
農
家
の
恵
比
寿
講

の
祭
祀
用
に
向
け
て
描
か
い
た
の
で
は
な

く
、「
恵
比
寿
講
の
季
節
」
を
彩
る
掛
け

物
と
し
て
誂
え
ら
れ
る
も
の
で
、
実
際
に

長
い
年
月
そ
う
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
も

の
と
想
像
す
る
。

■
二
十
日
恵
比
寿　

江
戸
で
は
、
十
月
に

商
家
の
恵
比
寿
講
が
大
き
く
行
わ
れ
て
い

た
が
、
京
都
で
も
、
十
月
に
「
二
十
日
え

び
す
」
と
い
い
、
恵
比
寿
神
社
（
京
都
市

東
山
区
）
の
大
祭
も
あ
り
、
福
笹
な
ど
の

縁
起
物
の
授
与
な
ど
が
行
わ
れ
る
。
こ
の

日
、人
々
は
お
き
ま
り
の
行
事
食
と
し
て
、

笹
に
み
た
て
た
ネ
ギ
と
、
小
判
に
み
た
て

た
丸
い
あ
ん
べ
い
（
は
ん
ぺ
ん
）
の
汁
を

食
べ
た
。
ま
た
、
京
都
、
大
阪
を
始
め
関

西
で
は
、
十
日
え
び
す
と
い
い
、
大
き
な

神
社
を
中
心
に
一
月
の
一
〇
日
に
祭
り
が

行
わ
れ
、大
勢
の
参
拝
客
を
集
め
て
い
る
。

都
市
の
行
事
と
し
て
商
売
繁
盛
の
願
が
濃

く
、
ま
た
、
大
黒
天
よ
り
恵
比
寿
天
が
重

視
さ
れ
て
い
る
。

■
伝
来
経
路　

美
術
資
料
を
古
書
店
が
入

手
す
る
手
立
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
た
め
、
京

都
の
古
書
店
で
発
見
さ
れ
て
も
、
京
都
に

こ
の
軸
が
伝
来
し
て
い
た
と
限
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
近
年
、
古
書
市
な
ど
を

契
機
に
関
東
か
ら
流
れ
て
い
っ
た
こ
と
も

充
分
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
時
期

は
と
も
か
く
、
関
西
で
の
発
見
は
、
恵
比

寿
天
図
の
需
要
が
大
き
い
土
地
で
あ
る
こ

と
と
の
関
連
が
想
像
で
き
る
。

　

文
渕
は
、
文
化
十
三
（
一
八
一
六
）
年

に
関
屋
里
元
ら
と
伊
勢
神
宮
へ
参
拝
し
、

逗
留
先
で
画
賛
を
作
っ
て
宿
の
主
人
に

贈
っ
た
り
、
求
め
ら
れ
て
宿
の
袋
戸
棚
、

そ
の
他
の
画
を
認
め
る
な
ど
し
て
い
る
。

（「
文
政
十
三
年　

寅
三
月
七
日
勢
州　

道

の
記　

菜
葊
蔵
」）
神
宮
参
詣
の
旅
で
、

充
分
に
画
や
詩
な
ど
を
愉
し
み
、
逗
留
先

と
交
流
を
持
っ
た
様
子
が
想
像
で
き
る
。

　

ま
た
、「
文
渕　

覚
ガ
キ
」
と
い
う
横

帳
は
、
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
こ
ろ
、

京
都
、
奈
良
に
出
か
け
古
社
寺
の
絵
画
や

宝
物
を
観
察
し
た
形
跡
が
記
さ
れ
て
い

る
。
表
紙
が
別
筆
で
、
丁
に
は
切
り
取
り

や
空
欄
が
あ
り
、
内
容
も
ひ
と
つ
で
は
な

い
た
め
精
査
が
必
要
な
資
料
で
は
あ
る

が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
よ
う
な
機

会
に
、
作
画
を
残
し
た
こ
と
も
考
え
て
み

る
こ
と
が
で
き
る
。

■
生
活
文
化
を
物
語
る　

文
化
遺
産
調
査

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
舩
津
文
渕
の

さ
ま
ざ
ま
な
資
料
は
、
長
い
年
月
の
間
に

切
り
離
さ
れ
て
し
ま
う
、
作
品
と
作
者
、

作
画
の
背
景
を
結
び
つ
け
る
こ
と
の
で
き

る
可
能
性
を
生
ん
だ
。
今
後
研
究
が
深
ま

り
、
美
術
史
上
の
大
き
な
発
見
も
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

　

そ
し
て
、
現
在
、
貴
重
な
美
術
品
と
し

て
珍
重
さ
れ
が
ち
な
資
料
が
、
人
々
の
暮

ら
し
の
道
具
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
使
用

さ
れ
、
愉
し
ま
れ
て
い
た
の
か
を
示
す
大

き
な
手
掛
か
り
を
示
し
て
い
る
。

　
（�

註
）
文
渕
は
嘉
永
二
（
一
八
四
二
年

か
ら
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
ま
で
、

日
記
を
残
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
山

崎
尚
之「
文
渕
の
日
記
に
つ
い
て
」（
足

立
区
立
郷
土
博
物
館
特
別
展
図
録『
美

と
知
性
の
宝
庫　

足
立
』）
を
参
照
。

�

（
郷
土
博
物
館
学
芸
員
）

　

前
回
の
掲
載
資
料
に
つ
い
て
の
解
題
を

紙
幅
の
都
合
で
本
号
に
掲
載
す
る
。

■
解
題
３　
「
旧
考
録
」
と
の
異
同

　

千
住
二
丁
目
の
町
役
人
だ
っ
た
永
野
家

が
幕
末
期
に
記
述
し
た
「
旧
考
録
」
に
も
、

掃
部
新
田
、
橋
戸
、
河
原
の
成
立
記
事
が

あ
る
。そ
こ
で
は
元
和
二
～
三（
一
六
一
六

～
一
七
）
年
頃
、
掃
部
新
田
に
二
八
軒
の

草
切
り
百
姓
が
お
り
、
う
ち
八
軒
が
橋
戸

に
い
た
と
記
し
て
い
る
。

　

百
姓
の
軒
数
は
石
出
家
文
書「
旧
書
留
」

と
同
じ
で
あ
る
が
、
年
代
で
は
同
書
の
寛

永
十
七
（
一
六
四
〇
）
年
と
す
る
の
に
対

し
て
「
旧
考
録
」
で
は
二
三
～
四
年
遡
る

と
い
う
差
異
が
あ
る
。
と
く
に
猟
師
を
百

姓
に
取
り
立
て
た
と
い
う
記
述
は
「
旧
考

録
」
で
は
見
出
せ
な
い
。
傍
証
資
料
を
欠

く
た
め
、
い
ず
れ
の
記
述
が
正
し
い
か
は

判
別
で
き
な
い
。

千
住
掃
部
宿
の
「
旧
書
留
」
か
ら
②

掃
部
堤
と
千
住
大
橋

�

多
田
　
文
夫
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た
だ
し
「
旧
書
留
」
の
記
述
は
、
田
畑

や
屋
敷
の
反
別
が
具
体
的
に
記
述
さ
れ
て

お
り
、
な
ん
ら
か
の
土
地
台
帳
（
検
地
帳

な
ど
）
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
類
推
で

き
る
こ
と
、
二
八
軒
の
百
姓
名
を
記
載
す

る
な
ど
具
体
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
比
較

的
詳
細
で
あ
り
、
手
元
資
料
を
参
照
し
て

記
述
し
て
い
る
と
お
ぼ
し
い
。

　

永
野
家
の
「
旧
考
録
」
も
地
元
で
あ
る

千
住
二
丁
目
と
周
辺
の
記
述
は
詳
細
で
、

手
元
資
料
を
参
照
し
な
が
ら
記
述
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
石
出
家
の
「
旧
書
留
」
も
永
野

家
の
「
旧
考
録
」
も
、
そ
れ
ぞ
れ
作
成
者

の
町
や
家
の
記
録
と
し
て
の
性
格
が
強
い

こ
と
が
見
え
て
く
る
。

　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

こ
こ
か
ら
、
再
度
、
資
料
釈
文
を
中
心

に
見
て
い
こ
う
。「
旧
書
留
」
の
記
述
は
、

続
い
て
掃
部
堤
（
現
墨
堤
通
り
）
の
築
造

と
千
住
大
橋
の
架
橋
の
記
述
に
進
む
。

※
釈
文
は
本
分
の
改
行
に
で
き
る
だ
け
合

わ
せ
て
い
る
が
、
紙
面
の
制
限
で
改
行
位

置
は
ず
れ
て
い
る
。（　

）【　

】
は
筆
者

に
よ
る
。

■
釈
文

【
①
掃
部
堤
】

（
１
丁
裏
末
尾
）

　
　
　
　
　
　
　
東
西
長
千
弐
拾
間

　
　
掃
部
堤
　
　
鋪
九
間
半
壱
尺

　
　
　
　
　
　
　
馬
踏
弐
間
四
尺

　
　
　
　
　
　
　
高
壱
丈
弐
尺

元
和
二
辰
年
正
月

（
２
丁
表
）

御
二
代
様
　
御
成
之
節
、
石
出
掃
部
奉
願

蒙
　
上
意
、
同
年
四
月
縄
張
、
同
三
巳
年

御
筑
（
築
）
立
出
来
、

【
②
千
住
大
橋
】

大
橋
無
之
舩
渡
ニ
付
、
文
禄
三
午
年
迄
小

塚
原
村
長
左
衛
門
舩
守
役
相
勤
候
、
名
主

ニ
者
無
之
、
是
ハ
御
扶
持
米
被
下
候
由
、

大
橋
、
文
禄
三
午
年
御
掛
ケ
渡

　
　
御
奉
行
　
伊
奈
備
前
守
様

　
　
長
六
拾
六
間
、
巾
四
間

右
御
橋
御
修
復
正
保
四
亥
年

　
　
御
奉
行
　
伊
奈
半
十
郎
様

■
解
題
４　
掃
部
堤
と
千
住
大
橋

　

掃
部
堤
は
、
石
出
掃
部
介
吉
胤
の
名
を

冠
し
た
隅
田
川
左
岸
堤
防
で
あ
る
。
現
在

の
墨
堤
通
り
の
う
ち
、
京
成
関
屋
駅
付
近

か
ら
千
住
龍
田
町
交
差
点
ま
で
の
約
２
㎞

が
お
お
む
ね
該
当
す
る
。
記
事
中
に
は

一
〇
二
〇
間
の
長
さ
と
し（
一
八
五
五
ｍ
）

現
在
の
実
測
数
値
と
差
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
起
点
と
終
点
の
差
お
よ
び
堤
防
の
蛇
行

が
関
係
し
て
い
る
と
お
ぼ
し
い
。
元
和
二

（
一
六
一
六
）
年
正
月
に
二
代
将
軍
秀
忠

の
上
意
を
う
け
、
四
月
に
は
縄
張
り
（
現

地
設
計
）
を
済
ま
せ
翌
年
（
一
六
一
七
）

に
完
成
し
た
と
す
る
。

　

千
住
大
橋
に
つ
い
て
は
文
禄
三
（
一
五

九
四
）
年
に
伊
奈
備
前
守
忠
次
が
架
橋
し

た
こ
と
、
正
保
四
（
一
六
四
七
）
年
に
修

復
架
け
替
え
工
事
が
あ
り
、
伊
奈
半
十
郎

忠
治
が
普
請
奉
行
と
な
っ
た
と
記
す
。

　

興
味
深
い
の
は
架
橋
す
る
ま
で
は
「
舩

渡
」（
渡
船
）
で
小
塚
原
村
の
長
左
衛
門

が
「
舩
守
役
」
を
つ
と
め
扶
持
米
を
与
え

ら
れ
て
い
た
と
す
る
記
述
で
あ
る
。
大
橋

架
橋
以
前
は
渡
船
で
あ
っ
た
と
の
記
事
は

こ
れ
ま
で
も
散
見
す
る
が
、
具
体
的
に
舩

守
役
が
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
記
述
は
め

ず
ら
し
い
。

【
③
小
塚
原
・
中
村
記
事
】

（
２
丁
裏
）

始
不
知
、
万
治
戌
年
迄
、
能
印
坊
小
塚
原

名
主
相
勤
、

小
塚
原
宿
中
村
之
儀
、万
治
四
丑
年
三
月
、

野
村
彦
太
夫
様
御
代
官
所
之
節
、
千
住
町

御
伝
馬
宿
不
足
ニ
付
、千
住
町
組
ニ
相
成
、

御
伝
馬
相
勤
、

【
④
橋
戸
名
主
役
】

明
暦
三
よ
り
橋
戸
ニ
長
左
衛
門
ト
申
百
姓

出
来
、
同
人
倅
同
長
左
衛
門
江
橋
戸
名
主

六
年
申
付
候
、

【
⑤
掃
部
宿
へ
の
名
称
変
更
】

元
禄
十
丑
年
迄
ハ
掃
部
新
田
と
唱
い

（
３
丁
表
）

同
年
十
一
月
よ
り
宿
と
申
候

　
　
右
改
、
元
禄
十
一
寅
年
十
月

■
解
題
５　
小
塚
原
・
中
村
・
橋
戸
記
事

　

小
塚
原
に
つ
い
て
は
万
治
年
間
の
戌
年

＝
万
治
元
（
一
六
五
八
）
年
ま
で
「
能
印

坊
」
が
小
塚
原
の
名
主
を
勤
め
て
い
た
と

記
す
。
こ
の
「
能
印
坊
」
で
あ
る
が
現
荒

川
区
南
千
住
の
素
盞
雄
神
社
の
宮
司
家
で

あ
る
能
圓
坊
家
を
連
想
さ
せ
る
。
石
出
家

の
手
控
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
能
圓

坊
家
と
捉
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

　

つ
づ
い
て
小
塚
原
宿
と
中
村
宿
は
万
治

四
（
一
六
六
一
）
年
三
月
に
千
住
町
組
に

伝
馬
宿
と
し
て
千
住
町
組
に
入
っ
た
と
の

記
述
が
あ
る
。
永
野
家
文
書
『
旧
考
録
』

「
旧
記
留
」
２
丁
裏
か
ら
３
丁
表

　

小
塚
原
・
中
村
記
事
部
分
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で
は
寛
文
元
年
に
宿
組
加
宿
と
す
る
。
万

治
四
年
は
四
月
二
十
五
日
に
寛
文
に
改
元

と
な
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
小
塚
原
と
中
村

の
千
住
加
宿
は
そ
れ
以
降
と
考
え
ら
た

が
、
本
記
事
に
よ
る
と
万
治
四
年
三
月
と

な
り
、
若
干
時
期
に
ず
れ
が
あ
る
。
資
料

の
成
立
時
期
と
性
格
か
ら
本
資
料
の
記
述

に
従
う
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
…
つ
づ
く
。

　

※�

本
稿
の
検
討
に
あ
た
り
素
盞
雄
神
社

文
化
室
学
芸
員
能
圓
坊
貴
子
氏
（
荒

川
区
南
千
住
）、
荒
川
区
立
荒
川
ふ

る
さ
と
文
化
館
館
長
野
尻
か
お
る
氏

に
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
紙
上
よ

り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

�

（
郷
土
博
物
館
学
芸
員
）

開館30周年
後期展示開催中です！

　

た
だ
い
ま
開
催
中
の
、
開
館
三
〇
周
年

企
画
展
で
は
、
博
物
館
が
こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
調
査
や
収
蔵
、
そ
し
て
研
究
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
前
期
で
は
、

六
曲
一
双
建
部
巣
兆
筆
「
吉
野
山
桜
竜
田

川
紅
葉
図
屏
風
」の「
竜
田
川
紅
葉
図
」（
左

隻
）
の
み
展
示
し
て
い
ま
し
た
が
、
後
期

で
は
修
復
が
終
了
し
た
「
吉
野
山
桜
図
」

（
右
隻
）
が
加
わ
り
、
万
葉
集
の
時
代
か

ら
歌
に
詠
ま
れ
て
き
た
美
景
の
二
大
名
所

が
揃
い
ま
し
た
。

　

桜
・
紅
葉
の
揃
っ
た
様
子
を
ぜ
ひ
ご
覧

下
さ
い
。

三
〇
年
と
皆
様
の
ご
協
力

　

常
設
展
示
の
模
型
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ

レ
ー
ム
は
、
太
陽
光
線
の
取
り
入
れ
を
効

果
的
に
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
温
室
栽

培
施
設
で
す
。
こ
の
フ
レ
ー
ム
は
西
保
木

間
に
残
る
の
み
で
、
西
保
木
間
の
増
田
精

一
さ
ん
の
畑
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
記
録
映
画
「
あ
だ
ち
の
花
づ

く
り
」（
平
成
五
年
）
の
撮
影
も
増
田
さ

ん
の
畑
で
行
い
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
増
田
精
一
さ
ん

（
大
正
十
一
年
生
）
は
、
昨
年
十
二
月
に

逝
去
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
の
初
め
か
ら

長
男
と
し
て
農
家
を
継
ぎ
、
戦
時
中
は
近

衛
歩
兵
と
し
て
皇
居
の
警
護
に
あ
た
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
発
展
途
上
国
へ
農
業
技
術

指
導
に
行
く
な
ど
、
そ
の
ご
経
験
や
知
識

は
深
く
、
農
業
や
昔
の
行
事
、
戦
時
中
の

こ
と
な
ど
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ

い
た
方
で
す
。
博
物
館
の
活
動
に
は
い
つ

も
温
か
く
ご
協
力
く
だ
さ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
お
願
い
に
応
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

博
物
館
に
は
寄
贈
資
料
の
ほ
か
、
情
報

提
供
、講
座
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
出
演
な
ど
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
は
博
物
館
の

活
動
の
財
産
で
あ
り
原
動
力
で
す
。
博
物

館
三
〇
年
の
歴
史
と
力
は
、
皆
様
の
支
援

の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま

す
。
先
人
の
思
い
を
、
未
来
へ
繋
げ
て
い

く
よ
う
に
今
後
も
努
力
い
た
し
ま
す
。

常
設
展
示
人
型
写
真
パ
ネ
ル
の
た
め
の
撮
影

　

ア
ラ
サ
ー
み
ゅ
ー
じ
あ
む
モ
ノ
が
た
り

展
で
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
博
物
館
の
活
動

に
つ
い
て
、
か
わ
い
い
イ
ラ
ス
ト
・
マ
ン

ガ
で
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
見
学
に
や
っ
て
く
る
小
学
生
の

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
郷
土
博
物
館
Ｈ
Ｐ
で
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

　

ネ
コ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
常
設
展
示

さ
れ
て
い
る
張
子
の
招
き
猫
か
ら
。
み
な

さ
ん
に
博
物
館
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

イ
ラ
ス
ト
・
マ
ン
ガ
で
ご
紹
介


